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研究成果の概要（和文）：福岡県の後期高齢者医療制度加入者の医療・介護レセプトデータベースと国保データ
ベース(KDB)を用いて、医療・介護連携が、医療・介護資源利用に与える影響について検討した。その結果、大
腿骨頸部骨折術後1年間の医療･介護費の大半を入院医療費が占めており、周術期医療機関における費用が約48%
を占めているものの、残りはその後の入院医療費と介護費であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the impact of care coordination 
among healthcare and long-term care providers on total care resource utilization among elderly by 
analyzing health-care insurance claims and long-term care insurance claims data of the Fukuoka 
Prefecture Wide-Area Association of Latter-Stage Elderly Healthcare and municipality National Health
 Insurance among Fukuoka prefecture.
We examined factors affecting to healthcare/ long-term care expenditures among elderly patients 
after femoral neck fracture surgery by using generalized liner models. And we revealed most of 
healthcare/ long-term care expenditures were expensed for inpatient care, and approximately 48% of 
them were expensed for peri-operative care. 

研究分野：医療政策学

キーワード： 医療・介護レセプトデータ　地域包括ケア　国保データベース　大腿骨頸部骨折　脳卒中

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究計画策定時には、介護保険制度は市町村単位、後期高齢者医療制度は都道府県単位であるという制度的な差
異等から長期間の縦断的なデータを用いた研究や、医療・介護レセプトの明細情報を政策評価に用いた研究はほ
とんど存在しなかった。本研究は県単位の大規模なデータベースを構築し、医療・介護連携体制の評価を行った
点で高い学術的意義と有すると考えられる。また、急性期から在宅医療・介護までの連続したケアについて最適
化を検討することは医療･介護資源の効率的な使用に加え、高齢者の生活の質向上のためにも重要であることか
ら、十分な社会的意義を有していると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 急速な高齢化とそれに伴う社会保障給付費の増加は我が国の社会保障制度の持続可能性を脅か
すものである。団塊の世代が 75歳以上となる 2025年に向け、効率的かつ質の高い医療提供体
制及び地域包括ケアシステムの構築を実現するために、各種医療・介護データの利活用が推進さ
れている。しかしながら、医療・介護の状況を総合的・一体的に把握可能なデータベースは構築
されていない。医療･介護提供体制の実効的な改革を図るためには、医療・介護統合データベー
スの構築とその医療・介護連携体制の評価等への利用は喫緊の課題であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 そこで、特に医療・介護の連携体制が重要であると考えられる脳卒中・大腿骨頸部骨折を対象
疾患とし、医療・介護連携体制の地域差とその要因、医療・介護資源利用に与える影響を明らか
にすることで効率的かつ質の高い医療提供体制及び地域包括ケアシステムの構築に貢献するこ
とを本研究の目的とした。 
 
３．研究の方法 
<A>大腿骨頸部骨折術後患者の後期高齢者における医療・介護費推計と増加要因の検討 
 平成 29 年度に構築した、福岡県後期高齢者医療広域連合加入者の医療・介護レセプトデータ
ベースを用いた。2014 年 4 月 1 日から 2015 年 3 月 31 日に入院し、大腿骨頸部骨折を主傷病・
最資源傷病として外科的整復術を受けた 75歳以上の患者を抽出し、対象とした。 
 対応のある t検定を用いて入院前後 1年間の医療・介護費を費目別に比較した。また、入院後
1年間の医療・介護費を目的変数とし、性、年齢区分、糖尿病、高血圧、高脂血症、チャールソ
ン併存疾患指数、手術関連合併症、入院後 30 日以内の死亡、入院後 31 日以降 365 日以内の死
亡、術後の介護施設入所、DPC 入院、手術の種類、早期リハビリテーション有無、再手術、入院
前の要介護度を説明変数とした対数リンク・gamma 分布を仮定した一般化線型モデルを用いて、
これらの変数が医療・介護費に与える影響を明らかにした。 
<B> KDB を用いた高齢者における大腿骨骨折術後・脳卒中における医療・介護費の推計等 
 平成 30年度からは、平成 29 年度に構築した福岡県の後期高齢者医療制度の医療・介護レセプ
トデータベースに加え、国保データベース(KDB)を利用できることとなった。そこで、本年度は
KDB を用いて、65 歳以上の高齢者における大腿骨骨折術後・脳卒中における医療・介護費の推計
を試みた。 
 
４．研究成果 
<A>大腿骨頸部骨折術後患者の後期高齢者における医療・介護費推計と増加要因の検討 
男性 462 名、女性 1,901 名の計 2,363 名が対象として抽出された。平均年齢は 85.1[84.9-
85.3]歳であった。表 1に示すように、入院後 1年間の医療・介護費の平均値は 5,568,027.1 円
であり、その内訳は医療費:4,424,098.7 円、介護給付費:1,143,928.4 円であった。また、医療
費のうち、入院医療費は 4,062,240.3 円、入院外医療費は 361,858.4 円であり、初回入院時の医
療機関における医療費は 2,464,803.6 円であった。入院前後の医療・介護費の比較の結果、医
療・介護費：3,372,728.0 円、医療費：3,154,890.0 円、介護費：217,838.2 円といずれも有意な
増加が見られた。 
 
(表 1) 入院後 1年間の医療・介護費 

 
一般化線型モデルによる推計の結果、表 2のように女性、入院後 30 日以内の死亡、入院後 31
日以降 365 日以内の死亡と有意な負の関連が見られ、DPC 入院、術後の介護施設入所、人工骨頭
挿入術、再手術、チャールソン併存疾患指数、入院前の要介護度のうち、要支援 2以上と有意な
正の関連が見られた。 
 大腿骨頸部骨折術後の医療･介護費の大半を入院医療費が占めていることを明らかにした。
また、周術期医療機関における費用が約 48%を占めているものの、残りはその後の入院医療費と
介護費であり、各段階における医療･介護費適正化の取組が必要であると考えられた。 
 
 
 
 
 

平均 増分
入院後費用 5,691,987.8[5,599,820.8-5,784,154.8] 3,399,094.0[3,298,447.0-3,499,741.0]
入院後医療費 4,424,098.7[4,334,774.3-4,513,423.2] 3,154,890.0[3,057,656.0-3,252,124.0]
入院後介護費 1,267,889.0[1,219,638.4-1,316,139.7] 244,204.4[199,755.1-288,653.8]
入院後入院医療費 4,062,240.3[3,973,392.8-4,151,087.8] 3,288,366.0[3,188,866.0-3,387,866.0]
入院後入院外医療費 361,858.4[341,751.6-381,965.2] ⊿133,476.3[⊿151,055.0 - ⊿115,897.7]
急性期入院医療費 2,464,803.6[2,420,116.3-2,509,491.0] -



(表 2) 一般化線形モデルによる推計結果 

 
 
<B> KDB を用いた高齢者における大腿骨骨折術後・脳卒中における医療・介護費の推計等 
KDB データには国保中央会での名寄せ処理の際に、医療機関での入力規則等によって、一部の
レセプトデータが欠測しているものが見られたものの、回帰係数に関しては、前年度の推計結果
と同様の結果を得られることができた。 
さらに、がん患者における在宅医療・介護連携の分析として、終末期に着目した解析を行い、
その成果について学会発表を行った。加えて、並行して糖尿病患者の受診パターンと血糖管理の
関連に関する研究を行っている際に、医療・介護連携に焦点を当てた本研究から、ケアの継続性
というより広い概念に拡張し、多くの疾患を対象とした研究へと発展させる事ができないかと
いう着想を得た。 
このため、本来は平成 31年度が最終年度であったが、研究計画や研究体制を再構築した上で、
基盤研究(B)「保健医療介護縦断データベース構築とケア継続性の長期的影響評価への応用」と
して前年度申請し、採択された(19H03879)。今後は、ケアの継続性が長期予後及び医療・介護費
に与える影響を明らかにしていく。 
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